
 

2023-2024 第 19回例会 1月 10日 No.1544 職業奉仕月間 

第 55回大分市内 9 ロータリークラブ新春合同例会プログラム 

◆本日のプログラム 

 11：30 登録開始                               司会：宿利 美穂 

 12：00 開 会                           アシスタント：佐方 文昭 

  新春アトラクション「春の海」  

   フルート演奏 奏者 志賀佳子氏  

   ギター 演奏 奏者 溝口伸一氏  

 12：07 会 食  

 12：20 点 鐘  

  
国歌斉唱「君が代」／ロータリーソング斉唱「奉仕 

の理想」／唱歌「一月一日」 

 12：25 ゲスト・ビジターの紹介／会長の時間 大分 1985RC 会   長    坂本 肇 

 12：30 幹事報告 大分 1985RC 幹   事    姫野 勇人 

 12：35 出席報告 大分 1985RC 出席委員長   佐方 文昭 

 12:40 ニコニコボックス 大分 1985RC 親睦委員長   松川 大介 

 12：45 
次年度ガバナー補佐・ 

次年度会長・幹事紹介 
 

 12:50 次年度ガバナー補佐挨拶 大分城西 RC 大分第 4G次年度ガバナー補佐   佐藤 憲幸 

 12:55 次年度会長代表挨拶 大分城西 RC              次年度会長   伊東 眞知子 

 13:00 創立 40周年行事告知 大分 1985RC 会   長    坂本 肇 

 13:05 

新春記念講演会 

講師紹介 講師 高塚秀夫氏  大分こども心理療育センター 愛育学園はばたき施設長 

演題『10年目を迎える児童心理治療施設の現場から』 

 13:55 謝 辞 大分 1985RC 副 会 長   穐田 英一郎 

 14:00 
ロータリーソング斉唱「手に手つないで」 

万歳三唱 
大分 1985RC 大分第 4Gガバナー補佐   吉良 昌一 

 14：05 点 鐘 大分 1985RC 会   長    坂本 肇 

 

 

会長 衛藤祐介 

幹事 中山省悟 

国際ロータリー会長 
ゴードン R.マッキナリー 
第 2720 地区ガバナー 
 膳所 和彦 
大分第 4Gガバナー補佐 
吉良 昌一 

 

 

 

 

 

 

 

世界に希望を生み出そう 
大分城西ロータリークラブ 

クラブ スローガン「委員会の活性化」 
地区スローガン 
ロータリーは学び舎であり、また遊び場である 

そして今、ロータリーアクションは世界を変える。 
  

 ＜四つのテスト＞１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 
出

席

報
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12月 17日 11月 29日  編
集
担
当 

 1月 中山省悟 

会員総数 出席者数 出席率 ｹ゙ｽﾄ ﾋ゙ｼ゙ﾀー  会員総数 出席者数 補填数 修正出席率    2月 衛藤祐介 

32名 25名 78.13％ 2名 0名 32名 26名 1名 84.38％    3月 芳﨑一郎 

例会日 水曜日 12:30～13:30 事務局 〒870-0021 大分市府内町ﾄｷﾊ会館 4階 E ﾒｰﾙ oitajosairc@mist.ocn.ne.jp 

例会場 ホテル日航大分ｵｱｼｽﾀﾜｰ TEL 097-532-0611  FAX 097-532-8386 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://oitajosairotaryclub.com 

 

 

 

 

 

 



一月一日        千家尊福作詞 

 一、    年のはじめの ためしとて 

終りなき世の  めでたさを 

  松竹たてて かどごとに 

  祝うきょうこそ 楽しけれ 

ニ、  初日のひかり さしいでて 

四方
よ も

に輝く けさのそら 

君がみかげに たぐえつつ 

仰ぎ見るこそ 尊
とうと

けれ 

奉仕の理想 

 奉仕の理想に集いし友よ 

御国に捧げん我等の業 

望むは世界の久遠の平和 

めぐる歯車いや輝きて 

永久に栄よ 

我等のロータリー 

手に手つないで 

 手に手つないで つくる友の輪 

輪に輪つなで つくる友垣 

手に手 輪に輪 

ひろがれ まわれ 一つ心に 

おお ロータリアン 

おお ロータリアン 

◆幹事報告 

 本日が今年最後の例会となります。 
来週 20 日（水）は例会変更の為、例会はありませ
ん。 
来年は 1/10（水）市内 9RC新春合同例会から始 
まります。 
トキハ会館 5 階『ローズの間』12：00～14：05 の予
定ですので会場やお時間のご確認をお願い致しま
す。 

◆ゲスト・ビジターの紹介（12月 17日） 

 ●ゲスト 

小野日隆 氏 

アマルジャルガル アナー さん 

◆今後の例会スケジュール 

 ● 1月 17日 年男の卓話（河野会員） 

● 1月 24日 地区補助金プロジェクトについて 

● 1月 31日 親睦夜例会 

● 2月 7日 川崎 絢平様（学校法人別府 
大学明豊高等学校野球部監
督） 

◆スマイルボックス 

宮本和雄 名誉会員  （5口） 

 
本日は急に出席できなくなり申し訳ありません。お陰
様で、アレのアレも達成できました。 
ありがとうございました。5口申告致します。 

村上智貴 会員  （9口） 

 

ロータリーの言葉で「入りて学び、出でて奉仕せよ」と
いう言葉があります。ロータリーでたくさんの学びを得
ていますが、実践につなぎきれていないのを歯痒く
思っていました。原因を分析してきて、他のロータリ
アンと比べて自分には時間が一番足りないと思う様
になりました。 
眼科での職業奉仕を全うするために、一旦ロータリ
ーを離れてアフターコロナにもう一踏ん張りしようと
考えて今年で退会いたします。九年間の感謝として
9口スマイルします。 

佐藤憲幸 会員  （2口） 

 
創立記念日 12月 20日、結婚記念日 1月 1日を
記念して 2口申告いたします。 

◆次年度理事について  会長エレクト 伊東 眞知子 

 
前回の例会で報告した次年度理事について一部変
更があります。次年度理事を中村会員から中山会
員に変更しますので皆様ご承諾をお願いします。 

◆会長の時間（12月 17日）   会長 衛藤 祐介 

 
 
 
 
 
 
 
 

皆さん、ようこそ城西ロータリークラブ エンターテ
インメントクリスマスへ 
 今晩は皆様を、夢のクリスマスの世界へご案内致
します。 
日本に初めてクリスマスがやってきたのは１６世紀。
今から５００年前です。 
 初めてクリスマスイベントとして広まったのは、明治
３３年。１９００年のことです。今から１２０年ほど前
に、東京銀座の明治屋がクリスマスセールを始めた
のがきっかけです。 
 日本人は必ずしもクリスチャンではありませんが、
それでもみんなクリスマスイブを祝っています。 
 難しいことは抜きにして、今日は大いに楽しみまし
ょう。 

◆乾杯の挨拶             村上智貴 会員 

 
 
 
 
 
 

クリスマスはイエス・キリストの誕生をお祝いする
行事で、正確に誕生日ではないらしいです。キリスト
教信者からすると、誕生してきたこと自体が祝うべき
事柄で、この時期に行うのは 1日の長さが一番短い
冬至からまた昼間が長くなることを祝うものです。 
日本では「冬来リなば、春遠からじ」といったところで
す。 
 クリスマスの本場ヨーロッパは日本よりかなり北に
あります。北海道がスペインとフランスの間くらいで、
イギリスやドイツは樺太くらい北にあるため、日本より
も冬の日中が短いので、祝う気持ちは尚強いでしょ
う。 
 神様が一人だけの宗教では、自分と違う神様を信
じていたり、たくさんの神様を信じている人を野蛮だ
という価値観もあるようです。イスラエルでは宗教を
理由に戦争が起きています。日本のクリスマスのよ
うに、よその神様の行事を楽しむ寛容さが、多様性
というロータリーの価値観に合っているし、幸せなん
じゃないかと思います。 
 今年も一年、皆さんが健康でこの日を迎えられた
ことに感謝して、これから物事が良い方向に向かっ
て行くことに希望を持ってクリスマスを楽しみましょ
う。 
 



クリスマス家族例会 

会長挨拶 

 
美味しそうな料理です 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

サンタとトナカイ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松田優作司会者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三太郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 


